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１．はじめに 

コロナ禍による感染防止の対応として，金沢

工業大学でも授業と課外の活動は 3 密を避ける

ため，遠隔授業の形態が多くなった.数理工教育

研究センターでも遠隔授業や遠隔での学習支援

に取り組を行った.この報告の中では，その事例

として数理科目における遠隔での学習支援の取

り組みについて報告するものである． 

 

２．学習支援の講座 

本センターでは正課のいくつかの科目におい

て，個々の学生に対して学習における理解度の

向上を目的として，課外で学習支援をするため

の講座を行っている．2020 年度の講座として前

学期には，線形代数 I 演習を,後学期には線形代

数 II 演習と微分積分演習 AB を実施した． 

 

３．遠隔における学習支援の環境 

遠隔で支援する講座の形態となったので，そ

の環境として，Web 会議システム（Zoom）とクラ

ウドストレージサービス（Box）を活用すること

になった.学外からも学内サーバーにアクセスし

て利用する（VPN 接続）ことも必須となった． 

この学習支援講座では，パソコンとモニター，

Web カメラ―，マイク，スピーカー，そして書画

カメラなどを活用する環境を準備した．図１に

線形代数 I 演習における学習支援環境の実際の

様子を示した．また図２は，学生側の様子も含

めた全体の構成図である．図２に示すように，

Zoom 側のホストを設定する PC には外部モニタ

ー，マイク，スピーカー，そして Web カメラを

接続している． Web カメラはホワイトボードを

撮影するために使用している． 

さらに，ホスト PC とは別に，共同ホストの PC

を準備し，学生の画面の映り具合や音声状態の

確認を行なっている．また共同ホスト PC にイン

ストールされたソフトウェアやプログラムの実 

 

 

 

 
(a) 学習支援環境の写真（その１） 

 
(b) 学習支援環境の写真（その２） 

図１ 遠隔における学習支援環境 

 

 
図２ Zoom ホスト側と学生側の接続関係 

 

行結果を画面共有することで，状況に応じた多

様な指導をスムーズに行うことができる． 

 

４．学習支援で利用する資料 

この講座で活用する資料の作成には，Jupyter

の環境を活用して作成をしている．Jupyter 環境

を教育に利用することはこれまでにも報告され
[1][2][3]，GitHub にも資料がある．[4] 

図３には，Jupyter での資料作成の関係を示した． 
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図３ Jupyter 環境での資料作成 

 

Jupyter のセルは，Markdown と Code に分かれ

ている．以下に各セルでの使い方を説明する． 

(1)Markdown のセルでは，学習の解説に必要な説

明文章を記入する．数式は MathJax の形式で

記述し，セルを実行すると数学の数式形式に

変換されて表示される． 

(2)Code のセルでは，Python3 の言語を使い，数

式処理ライブラリーの Smpy を利用し数式処理

を実現している．練習問題には，問題とその

解答のプログラムが書かれているので，実行

することで，問題の数式と解答の数式が自動

で作成される． 

 講座で使う資料は，ipynb のファイルなどを

Zip で圧縮して，Web サイトからダウンロードす

ることも可能である．その他に PDF と HTML にて

保存しており，HTML 資料は，Web サイトから学

習者への資料配信に利用している．PDF 資料につ

いては，対面時に印刷し配布できるように保存

している．図４には講座の資料を表示した．図

４の上の部分は Markdown を利用した解説であり，

下の部分は 60°回転の一次変換を Python3 で実

行した結果である． 

 

５．Jupyter での Code の実行について 

 Web サイトで示した資料の実行については，以

下の方法を学習者に説明した． 

(1)ローカル側に Anaconda をインストールして

JupyterLab を起動して実行する． 

(2)インストールせずに，Jupyter のサイト（Try 

Jupyter）を用いて実行する． 

 

６．まとめ 

今回の報告では，Web サイトを利用して資料配

布を行いながら，Zoom を利用して遠隔での学習

支援を行った内容を示した．即時の質問対応の

ためには書画カメラを活用し，手書きの資料提

示も行った. 

 

図４ Web サイトの講座資料表示の例 

 

Web で示した資料の Code 内容は，テキストで

あるため学習者で変更も可能である．そのため

に学習の理解に合わせた問題作りを自分で試行

錯誤しながら実行することも可能である．これ

により学習者の理解度に合わせるよう調整し対

応することができると考えている． 
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